
考えながら外国語を用いてやり取りできる児童の育成

～単元の中心となる言語活動につながるSmall Talkの設定と指導の工夫～

【児童の実態】
・チャンツや単語のリピートには積極的に
取り組んでいる。
・一対一のやり取りの際、１度つまずくと
黙ってしまう。
・与えられた言語材料を暗記・羅列して話
していることが多い。

【教科・領域】 外国語 ５年
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【成果】
・ Small Talkと単元の中心となる言語活動につながりをもたせ
たことで、新出表現とSmall Talkで扱った表現を組み合わせ、
自分の本当に言いたいことを考えながら相手に伝えたり、興
味をもって聞いたりしながらやり取りする姿が見られた。

・自分の本当に言いたいことと、英語での言い方を考え
ながら、互いにやり取りする姿が見られた。

【課題】
・児童が知っている語彙や表現
が少ないため、Small Talkで扱
う言語材料をさらに工夫する
必要がある。

・さらに児童の興味・関心を考
慮しながら、Small Talkを設定、
指導することが必要である。

【指導上の課題】
・やり取りの際に対話を続けさせるための手
立てが不十分である。
・必要な言語材料を中心に提示しているので、
児童がやり取りを行う際に活用する表現が
限定的で、不自然になりがちである。

Small Talkで児童同士がやり取りしている様子
単元の中心となる言語活動に取り組む児童の様子

What subject do you like?

I like home economics!

I want to be a carpenter!

大工さんに
なりたいんだね。
何を勉強したら

夢がかなうかな。
英語でどう言おうかな？

図工が

おすすめだな。

図工は英語で

…

How about

arts and craft?

【手立て】
単元の中心となる言語活動につながるSmall Talkを設定し、単元を通して継続的に指導する

Small Talk
〇単元の中心となる言語活動に
つながる語彙や表現、話題を
設定し、単元を通して継続的
に指導

Why?

将来お菓子職人に
なりたいから！

単元の中心となる言語活動
〇Small Talkでやり取りした語彙や表現
を活かし、中心となる言語活動で考え
ながら友だちとやり取りする

つ
な
が
り

教師と児童で
やり取り

児童同士で
やり取り

↑中心となる言語活動で教科を扱うため、
話題を「好きな教科」に設定 ↑おすすめの時間割を互いに提案


